
平成 25年度 がん教育の実施状況調査 

                           スポーツ健康課 

（平成２６年４月実施） 

質問１ 平成 25年度に配布しました「がんに関する普及啓発（学習活動）リー

フレット」は、どのような時間に配布、活用しましたか。 

 

「がんに関する普

及啓発（学習活動）リ

ーフレット」の配布、

活用は、県内のすべて

の学校で行われた。 

校種別の配布、活用

時は、小学校、高等学

校では、保健学習の時

間が一番多く、小学校

84校(46.7%)、高等学

校23校(71.9%)であっ

た。 

中学校では、帰りの

会での活用が一番多

く、33校(37.9%)であ

った。 

 

質問２ 平成 25年度に配布しました「がんに関する普及啓発（学習活動）リー

フレット」をどのように活用しましたか。 

 

「がんに関する普

及啓発(学習活動)リ

ーフレット」は、小学

校、中学校では「参考

資料として配布」が一

番多く、小学校 101校

(57.7%)、中学校 46校

(52.9%)であった。 

 高等学校では、「教

職員が説明して活用」

が 一 番 多 く 、 20 校

(62.5%)だった。児童

生徒の発達段階が考慮された活用が見られる。 

    「その他」には、学年集会での活用や学校で増刷し、全校集会の指導で

活用したりしたものがあった。 
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質問３ 「がんに関する普及啓発（学習活動）リーフレット」への意見 

 

小学校 

 ・がん予防教育のきっかけになった。 

 ・わかりやすく、コンパクトで副教材として活用しやすい。 

 ・山梨のがんに関する統計があり、身近な問題ととらえやすい。 

 ・自分の生活習慣を振り返る内容が含まれるとよい。 

 ・がん予防の生活習慣をわかりやすく解説してあると大変良い、 

 ・配布を早い時期にお願いしたい。 

中学校 

 ・内容、イラスト、デザインが適切で、指導しやすい。 

 ・短時間で指導できる内容である。 

 ・もう少し簡潔な内容でもよい。 

高等学校 

 ・年度初めに配布されると有効活用できる。 

・全校分を配布いただけるとよい。 

 

 

質問４ 保健学習以外でのがん教育の実施状況 

 

小学校 

 ・６年生全体で、がんの出前出張講座を実施。 

 ・全校で、「早寝早起き朝ごはん」の生活習慣の取組で実施。 

中学校 

 ・保健集会で飲酒・喫煙防止の内容で扱った。 

 ・３月の保健便りで特集した。 

 ・２月４日世界対がんデーに合わせて、保健指導を実施。 

 ・喫煙防止指導の中で扱った。 

 ・学級活動で全学年指導を実施。 

高等学校 

 ・家庭科の授業 

 ・「福祉と看護」ターミナルケア―において。 

 ・理科「遺伝子と病気」 

 

 


